






























法としての e ラーニングを推進する必要があります。本学では 2009 年度より正式に
Moodle を使った LMS（Learning Management System）教育の展開を LMS 運営特
別委員会の下で行っております。e ラーニングは，大学教育の在り方を根底から改善
する可能性を秘めた教育手法であり，積極的に導入して利活用することが求められて
おります。今後ますます，多くの教員と学生に愛用されるようなシステムに育て上げ
ていく必要があり，情報メディアセンターもバックアップしていくこととなっており
ます。
　さらに，今の情報メディアセンターが取り組まなければならないものは，2012 年に
控えた新名古屋校舎（ささしま）移転への対応です。愛知大学の未来を左右する大プ
ロジェクトに，情報メディアセンターも一翼を担っております。「ささしま」での情報
処理，情報教育・研究のためのインフラをデザインしていかなければなりません。こ
の点についても，情報メディアセンターに対して，皆様からのご支援，ご協力を賜り，
組織の運営に尽力していきたいと考えております。
4．今後の課題
　情報メディアセンターの課題には多くのものがあります。メディアセンターという
組織の役割から来る課題としては，凄まじい変革の速度で進化する ICT を，大学教育・
組織にどのように取り入れていくかという視点が不可欠であり，環境構築から日々の
保守管理までとなすべき事は多々あります。また，一方で 2012 年の「ささしま」移転
とも絡み，次期情報システムである第 8 期システムをどのように構築していくかとい
う将来的な視点も不可欠です。さらには，情報メディアセンターという組織が，図書
館といったこれまでの情報集積・閲覧の場との融合を進めて，両者の協調を模索して
いくことが求められます。課題は山積ですが，一歩一歩努力していきたいと考えてお
ります。
5．COM35 号発刊について
　今回，愛知大学情報メディアセンター紀要 COM35 号を無事発刊できたことに対し
て，編集委員の方々を始め，投稿していただいた執筆者の方々に，お礼を申し上げま
す。今後も，多くの方の情報発信および収集の場として COM をご愛読いただければ
幸いです。
